
ＨＴＬＶ－１関連疾患の診療を行う
医療機関の登録について

資料１



ATLやHAMの診療に対応できる医療機関の一覧を研究班が公表
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？

診療実績が豊富な医療機関が、どこか分からない。

診療内容に関する相談や、患者の紹介は、どこにするのがよいか。
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厚生労働科学研究5年間の研究から

～今後の課題

1. 相談対応、治療の標準化のため中核となる医療機関の整備

2. 中核医療機関を中心にキャリアの検査、フォローアップの方針の検討と標準化

3. 分娩後の授乳指導体制、子どもの検査に対応する体制の整備

4. ハイリスクキャリアの診断基準案

ＡＭＥＤ浜口班や松田班、山野班、岡山班、また厚労科研板橋班など関連する研究班の研究成果を

統合してHTLV-1対策を進める
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参考人資料（一部改変）
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ＨＴＬＶ－１関連疾患の診療を行う医療機関の登録について

ATLやHAM患者が、より診療の多い医療機関を選択できる。
医療機関が、ATLやHAM患者の診療に関する相談先や紹介先を、探しやすくなる。

【要件】

① ATLやHAM患者に対する診療に積極的に対応する意志がある。
②他の医療機関が行うATLやHAM診療を支援する意志がある。
③毎年度ATLやHAMの診療実績を日本HTLV-1学会に対して報告し、日本HTLV-1学会が
医療機関名、診療科目と併せて診療実績を公表することに同意する。

ATLやHAMの症例を、診療や研究に積極的な医療機関に集積させることができ、
診療の標準化に向けた臨床研究を推進できる。

ATLやHAMの研究が進むことで、将来的には、キャリアに対する診療の標準化
の確立にも繋がる。
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ＨＴＬＶ－１関連疾患の診療を行う医療機関に対し、以下の要件を満たす医療機関を
募集します。


